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国立極地研究所先進プロジェクト研究

◇ 研究課題

極地の過去から「地球システム」のメカニズムに迫る

～第四紀の極地環境・大気組成変動の高精度・高時間分解能復元～
◇ 研究概要

将来の地球環境変動を予測し的確に対応するためには、過去における気候・海洋・氷床・大気組成の変動を復元し、それらの因果関係・相互関係を明らかにすることが重要である。本研究プロジェクトでは，特に約15万年前以降の「最終間氷期－現間氷期」および約100万年前以降の「中期－後期更新世」という、地球環境が大きく変動したイベントを含む時代について、南極ドームふじ氷床コアの解析およびグリーンランド氷床コア掘削・解析、南極の陸上（露岩・氷床）における野外地形地質調査と海底堆積物の採取・解析を行う。南北の気候変動、温室効果気体変動、東南極内陸部から沿岸部までの陸上表層環境変動と縁辺海域の海洋変動の時系列記録を合わせて総合的に考察することで、(1) 温室効果気体と両極域の気候変動の詳細復元とそれらの時間的関係の解明、(2) 東南極氷床の面的・高度的な変動史とその原因の解明、(3) 東南極氷床が陸上風化環境、海洋環境の変化を通じて地球規模の環境に与えた影響の評価を行う。これらの結果に基づき、研究の空白域である東南極氷床と南極海・南大洋が第四紀の地球環境変動に果たした役割を明確にし、正確な地球環境変動システムの理解と、将来の地球環境変動予測に貢献する知見を得ることが本プロジェクト研究の目標である。
◇ 募集する研究テーマと問合わせ先

	No
	研究テーマ
	問合わせ先

	①
	氷床コアの化学及び同位体分析による古気候・古環境復元の研究を行う。化学や同位体の分析についての基礎をマスターしている研究者が望ましい。
	本山　秀明 教授　℡　03-3962-5517

motoyama@pmg.nipr.ac.jp
（全体テーマの問い合わせ含む）

	②
	国立極地研究所に氷床コアの気体解析システム（切削および融解によるコアからの空気抽出，ガスクロマトグラフによる温室効果気体濃度分析）を開発・構築する。また，ドームふじコアの気体解析を通じて，過去の大気環境変動や気候変動の復元とメカニズム解明に寄与する研究を行う。
	川村　賢二 助教　℡　03-3962-3275

kawamura@nipr.ac.jp

	③
	南極大陸周辺の相対的海水準変動デ ータを用いて，インバージョン法により最終氷期最盛期（約2万年前）以降の南極氷床融解史モデルの高精度化に関する研究を行う
	三浦　英樹 助教　℡　03-3962-8095

miura@nipr.ac.jp


